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実際はフィボナッチ数列はフィボナッチ著の『算盤の書』にて紹介されただけであり、フィボ

ナッチ本人が見つけたものではないと言われている。



1.はじめに
　私達は数列の勉強をしているときに、フィボナッチ数列という興味深い数列を

知った。フィボナッチ数列が黄金比や木の枝の数など、人間界・自然界に多くの影

響を及ぼしていることから、フィボナッチ数列にはまだまだ面白い法則性が隠され

ているのではないかと考えた。そして私達は、フィボナッチ数列の各項を自然数で

割ったときの余りに注目すると、周期性があることに気がついた。

〜自然界に存在するフィボナッチ数列の例〜

・木が成長するときの枝の本数

・隣り合うフィボナッチ数列の項の比が黄金比（1：1.618）に収束する

2.研究の目的
・フィボナッチ数列を自然数で割ったときの余りの周期について着目し、法則性を　　見つけ

る。

・フィボナッチ数列のあらたな法則を見つけ出し社会や自然界への応用を考える。



3.実験方法
・GoogleスプレッドシートやGoogle Colaboratoryを用いてフィボナッチ数列を生成　する

・各項を自然数で割ったときの余りを求める

・余りについてのグラフや表を作って分析し、規則性を調べる

　

　予備実験

　　・フィボナッチ数列を任意の自然数で割ったときのグラフを

　　　生成する。 （図１、２，３）

図1（4で割ったときのグラフ）　
　 （横軸：フィボナッチ数列の項　縦軸：余りの値）

図2（6で割ったときのグラフ）　
　 （横軸：フィボナッチ数列の項　縦軸：余りの値）

図１,2のグラフを作成したことにより、フィボナッチ数列を自然数で割ったときの余りには周

期性があることが視覚的に確認することができた。



図3（682で割ったときのグラフ）
　 （横軸：フィボナッチ数列の項　縦軸：余りの値）

実際にグラフを作成して見てみると、割る数を色々な値に変えてみても、それぞれ

周期性があることがわかった。また、割る数が大きくなれば、周期の長さも単調に増加する

と考えたが、割る数によって周期の長さはかなり変わることがわかった。更にプログラムを

作って割る数に対する周期の長さをグラフ化して見てみる。

4.実験結果
・下記のプログラムを作成し、フィボナッチ数列を割る数とそれに対応する余りの　周期に

関してのグラフを生成する。（図４，５）　

図4（フィボナッチ数列を　　　　図5（図4のプログラムを実行した結果）

自然数で割ったときの余り　　　　　（横軸：フィボナッチ数を割る数

の周期を求めるプログラム）　　　　　縦軸：余りの周期）



横軸の値が小さい時はグラフに特徴があるようには見えなかったため、各軸を拡張したグ

ラフを生成した。

図６（フィボナッチ数列を割る数とそれに対応する余りの周期に関するグラフ）

　 （横軸：フィボナッチ数を割る数　　縦軸：余りの周期）

各軸の値を増やしてみると全体として一次関数的に増えていくように見えた。

グラフの中で直線のようになっている部分を見つけたため、そこに赤線を引き、赤線上の

点の座標を調べてみると、割る数とそれに対応する余りの周期の比率が約1：2になってい

ることが分かった。（図７）

　　図７（フィボナッチ数列を割る数とそれに対応する余りの周期に関するグラフ）

　　　 （横軸：フィボナッチ数列を割る数（自然数）

　　 縦軸：割る数に対応する余りの周期の長さ）



なぜこのような点が多く見られるのか調べるため、下記のようなプログラム

を作成し、割る数と周期の比率が1：2であるものを抜き出した表を作成した。

図8（割る数と周期の比率が１：２であるものを表示するプログラム）

下の図９の表はプログラムを実行して得られた表の一部である。

図9（フィボナッチ数列を割る数と余りの周期の比率が1：2であるものを抜き出した結果の一部）

　（左列：割る数　中列：周期　右列：割る数と周期の比率）

割る数に注目すると、素数や大きい素数の倍数が多く見られた。

割る数の1115=5ｘ223, 1135=5ｘ227 など、

素数でなくても、３桁以上の素数の倍数であることが多かった。



また私達は合成数（素数の積で表された数）の素因数それぞれの余りの周期が

その合成数の周期の最小公倍数になるのではないかという仮説を立てた。

合成数の余りの周期と約数それぞれの周期の最小公倍数について調べるため、以下のよ

うなグラフを作った。

図10（割る数と割る数の約数それぞれの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　余りの周期の最小公倍数と実際の周期を表した表の一部）

（左列：割る数　中列：割る数の素因数の周期の最小公倍数　右列：実際の周期）

実験結果

合成数の周期は素因数それぞれの周期の公倍数になることがわかったが、

最小公倍数にはならなかった。

5.考察
・フィボナッチ数列を自然数で割ったときの余りの周期は割る数が素数か大きい素　数が

約数に含まれている数であるときに大きくなる。（割る数の約２倍）

・余りの周期は割る数の因数それぞれの周期の最小公倍数または公倍数になる。

6.今後の課題
・今回発見した法則性を証明する。

・他のプログラムも作成し、新たに法則性を見つける。

・素数のときの周期が長くなることの理由を究明する。

・最小公倍数になる数とならない数がある理由を究明する。
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